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は
じ
め
に

　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
端
を
発
し
た
世
界
金
融
危
機
を
受
け
て
、

二
〇
〇
九
年
に
お
け
る
中
国
の
経
済
成
長
は
例
年
に
な
く
減
速
傾
向

を
呈
し
た
。
し
か
し
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
経
済
成
長
の
勢
い
は

鈍
る
こ
と
な
く
、
こ
の
年
に
お
け
る
自
治
区
全
体
の
国
民
総
生
産
額

は
九
七
二
五
・
七
八
億
元
に
達
し
、
前
年
同
期
よ
り
一
六
・
九
％
の
成

長
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
全
国
の
平
均
成
長
率
よ
り
八
・
二
％
も
高

く
、
連
続
八
年
間
の
全
国
経
済
成
長
率
第
一
位
の
地
位
を
キ
ー
プ
す

る
こ
と
が
で
き
〉
1
〈

た
。

　

こ
の
よ
う
な
持
続
的
経
済
高
成
長
の
中
で
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区

の
財
政
収
入
も
安
定
成
長
の
局
面
を
迎
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
〇

〇
九
年
に
お
け
る
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
地
方
財
政
収
入
総
額
は
一

三
七
八
・
一
二
億
元
に
達
し
、
前
年
同
期
よ
り
二
四
・
五
％
の
増
加
と

な
っ
た
。
自
治
区
内
の
各
市
・
盟
の
地
方
財
政
収
入
も
顕
著
な
傾
向

を
呈
し
た
。
特
筆
す
べ
き
は
オ
ル
ド
ス
市
・
包
頭
市
・
フ
フ
ホ
ト
市

の
三
市
の
財
政
収
入
状
況
で
あ
る
。
二
〇
〇
九
年
、
三
市
の
地
方
財

政
収
入
総
額
は
そ
れ
ぞ
れ
オ
ル
ド
ス
の
三
六
五
・
八
億
元
、
包
頭
市

の
二
一
七
・
二
四
億
元
、
フ
フ
ホ
ト
市
の
二
〇
一
・
〇
九
億
元
で
あ
っ

た
。
こ
の
三
市
の
地
方
財
政
収
入
総
額
が
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
財
政

収
入
総
額
に
占
め
る
割
合
は
五
六
・
九
％
に
達
し
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自

治
区
の
「
黄
金
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
」
と
称
さ
れ
〉
2
〈

た
。

　

内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
経
済
の
持
続
的
高
成
長
に
工
業
部
門
が
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
に
及
ば
な
い
。
二
〇
〇
九
年

内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
工
業
生
産
高
は
四
五
〇
三
・
三
一
億
元
に
達

中
国
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
開
発
の
現
状
と
課
題 

　
─
─
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
を
事
例
に
─
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し
、
前
年
同
期
よ
り
二
一
・
二
％
の
増
加
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
、
第

一
次
産
業
・
第
二
次
産
業
・
第
三
次
産
業
部
門
の
顕
著
な
成
長
も
大

き
な
要
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
事
実
と
言
え
よ

う
。
二
〇
〇
九
年
に
お
け
る
各
産
業
部
門
の
生
産
高
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
次
産
業
は
九
二
九
・
〇
九
億
元
（
前
年

同
期
比
二
・
三
％
増
）、
第
二
次
産
業
は
五
一
〇
一
・
三
九
億
元
（
前

年
同
期
比
二
一
・
四
％
増
）、
第
三
次
産
業
は
三
六
九
五
・
三
七
億
元

（
前
年
同
期
比
一
五
％
増
）
で
あ
る
。
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
全
産
業

に
占
め
る
こ
の
三
次
産
業
構
造
の
割
合
は
そ
れ
ぞ
れ
農
業
九
・
六
、

工
業
五
二
・
四
、
サ
ー
ビ
ス
業
三
八
・
〇
で
あ
る
。
自
治
区
常
住
人
口

規
模
か
ら
計
算
し
た
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
一
人
当
た
り
の
Ｇ
Ｄ

Ｐ
額
は
五
八
八
八
ド
ル
（
前
年
同
期
比
一
六
・
五
％
増
）
に
達
し
〉
3
〈

た
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
二
〇
世
紀
末
ま
で
経
済
的
に
極
め
て
立
ち
遅

れ
た
地
域
に
分
類
さ
れ
て
い
た
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
が
、
二
〇
〇
〇

年
代
に
入
っ
て
か
ら
急
速
な
経
済
成
長
を
成
し
遂
げ
た
こ
と
に
焦
点

を
あ
て
、
そ
の
成
長
の
原
因
と
現
状
お
よ
び
今
後
の
課
題
を
明
ら
か

に
す
る
。

一
　
西
部
開
発
と
内
モ
ン
ゴ
ル
経
済

㈠
　
西
部
開
発
の
経
緯

　

一
九
九
九
年
一
一
月
二
〇
日
国
家
開
発
計
画
委
員
会
は
北
京
で
全

国
活
動
会
議
を
召
集
し
、
九
項
目
の
経
済
発
展
目
標
を
定
め
〉
4
〈
た
。
そ

の
九
番
目
の
目
標
は
「
西
部
地
域
の
開
発
」
で
あ
っ
た
。
西
部
地
域

の
経
済
振
興
が
一
つ
の
発
展
目
標
と
し
て
定
め
ら
れ
た
の
は
、
当
時

の
中
国
社
会
に
起
き
て
い
た
民
族
問
題
の
形
成
要
因
の
一
つ
で
も
あ

る
地
域
間
・
民
族
間
に
存
在
す
る
経
済
格
差
を
是
正
す
る
こ
と
を
意

味
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
従
来
の
西
部
行
政
区
域
に
含
ま

れ
て
い
な
い
少
数
民
族
地
域
も
、
こ
の
地
域
開
発
の
対
象
地
域
と
し

て
指
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
〉
5
〈

た
。

　

二
〇
〇
一
年
七
月
に
中
国
政
府
は
西
部
大
開
発
の
実
施
に
伴
う
重

点
発
展
領
域
と
し
て
水
利
建
設
、
交
通
建
設
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
建
設
、

通
信
・
市
政
建
設
、
生
態
建
設
、
環
境
保
護
、
農
業
発
展
、
工
業
発

展
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
発
展
、
科
学
技
術
教
育
と
社
会
発
展
の
十
分
野

を
あ
げ
、
こ
れ
ら
の
分
野
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
十
大
優
遇
政
策
の

実
施
を
発
表
し
た
。
⑴
外
資
企
業
の
投
資
を
奨
励
す
る
分
野
の
拡

大
、
⑵
外
資
企
業
に
対
す
る
税
制
面
の
優
遇
政
策
を
実
施
す
る
、
⑶

サ
ー
ビ
ス
貿
易
分
野
の
対
外
開
放
を
進
め
る
、
⑷
外
資
企
業
の
投
資

ル
ー
ト
を
拡
大
す
る
、
⑸
外
資
利
用
条
件
を
緩
和
す
る
、
⑹
中
国
に

あ
る
外
資
企
業
の
再
投
資
を
奨
励
す
る
、
⑺
外
資
企
業
の
石
油
・
天

然
ガ
ス
・
鉱
物
資
源
以
外
の
資
源
開
発
を
奨
励
す
る
、
⑻
国
家
レ
ベ

ル
の
開
発
区
を
設
立
す
る
、
⑼
外
国
籍
関
係
者
の
出
入
国
手
続
き
を

簡
素
化
す
る
、
⑽
投
資
の
ソ
フ
ト
環
境
を
改
善
す
〉
6
〈
る
。

　

こ
の
よ
う
な
西
部
開
発
に
関
す
る
優
遇
措
置
が
発
表
さ
れ
る
一
方

で
、
中
国
政
府
は
財
政
面
に
お
け
る
西
部
開
発
支
援
の
方
針
を
も
明



 図１　 2000年代における全国と内モンゴル自治区の 
１人当たり平均 GDPの推移

出所：『中国統計年鑑』および『内モンゴル統計年鑑』の
各年版より筆者作成。
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ら
か
に
し
た
。
そ
れ
は
「
政
府
は
引
き
続
き
西
部
開
発
を
重
点
的
に

支
援
す
る
政
策
を
実
施
し
、
中
央
財
政
か
ら
の
支
出
を
増
加
さ
せ
、

同
地
区
で
の
イ
ン
フ
ラ
建
設
に
当
て
る
予
定
」
と
い
う
も
の
で

あ
っ
〉
7
〈

た
。
ま
た
、
二
〇
〇
〇
年
一
月
四
日
国
務
院
主
催
の
記
者
会
見

の
席
上
で
、
国
家
開
発
計
画
委
員
会
の
責
任
者
は
「
国
務
院
が
以
前

東
部
沿
海
地
域
で
経
済
特
区
を
設
置
し
た
時
に
特
区
弁
公
室
を
設
立

し
た
よ
う
に
、
西
部
開
発
弁
公
室
を
設
立
し
、
西
部
開
発
戦
略
を
具

体
的
に
組
織
、実
施
す
る
」
と
述
べ
〉
8
〈

た
。
こ
こ
で
、「
西
部
開
発
」
は

明
確
に
か
つ
て
の
「
経
済
特
区
」
開
発
と
並
べ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
〇
年
、
中
国
は
西
部
大
開
発
戦
略
を
実
施
し
た
。
内
モ
ン

ゴ
ル
自
治
区
も
辺
境
地
区
と
し
て
西
部
開
発
の
範
疇
に
加
え
ら
れ

た
。
二
〇
〇
七
年
、
自
治
区
の
東
部
地
区
が
国
の
東
北
旧
工
業
基
地

の
範
囲
に
振
り
分
け
ら
れ
、
幸
い
に
も
国
の
二
つ
の
優
遇
政
策
を
享

受
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
国
の
政
策
の
下
で
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区

は
二
〇
〇
〇
年
以
来
、
経
済
建
設
へ
の
投
入
が
大
き
く
増
加
し
、
多

く
の
古
い
工
業
企
業
が
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ

ら
に
新
興
の
ハ
イ
テ
ク
企
業
が
続
々
と
名
乗
り
を
上
げ
、
当
地
の
経

済
の
発
展
を
促
し
た
。
こ
の
三
市
は
そ
の
先
頭
を
切
っ
て
い
る
。

　

中
国
の
北
部
に
位
置
す
る
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
は
西
部
大
開
発
戦

略
が
実
施
さ
れ
る
一
二
の
行
政
地
域
の
一
つ
に
な
っ
た
。
西
部
大
開

発
が
実
施
さ
れ
た
こ
の
一
〇
年
間
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
経
済
は

急
速
に
成
長
し
た
。
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
産
業
構
造
は
最
適
化
さ

れ
、
近
代
的
農
牧
業
と
工
業
お
よ
び
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
業
か
ら
な
る

産
業
複
合
体
が
形
成
さ
れ
、
特
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
か
ら
な
る
振
興

工
業
が
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
経
済
成
長
を
牽
引
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
さ
ら
に
「
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
、
冶
金
工
業
、
化
学
工
業
、

設
備
製
造
、
農
畜
産
品
加
工
と
ハ
イ
テ
ク
の
六
大
産
業
に
よ
る
付
加

価
値
は
自
治
区
全
体
の
工
業
付
加
価
値
の
九
〇
％
以
上
を
占
め
る
に

至
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
お
け



図２　 2000年から2009年までの内モンゴル自治区の 
GDP成長率と成長順位の推移

出所：図１に同じ。
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る
工
業
の
寄
与
率
は
六
〇
％
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
〉
9
〈
た
。
ま
た
、
内

モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
に
お
け
る
国
民
の
一
人
当
た
り
平
均
Ｇ
Ｄ
Ｐ
も
二

〇
〇
五
年
か
ら
全
国
の
そ
れ
よ
り
成
長
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
図
1

に
示
し
た
の
は
、
二
〇
〇
〇
年
か
ら
二
〇
〇
九
年
ま
で
の
全
国
と
内

モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
推
移
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
〇
年
代
ま
で
に
急
速
な
経
済
成
長
を
成
し
遂
げ
て
い
た
東

部
沿
海
地
域
に
比
べ
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
は
中
国
北
部
に
位
置
す

る
経
済
的
に
立
ち
遅
れ
た
地
域
で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
一
年
以
降
、
中

央
政
府
の
開
発
政
策
や
財
政
政
策
の
実
施
に
よ
っ
て
、
内
モ
ン
ゴ
ル

自
治
区
の
経
済
成
長
が
促
進
し
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
事
実
で
あ

る
。
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
に
お
け
る
経
済
の
高
成
長
は
こ
の
二
〇
〇

〇
年
代
の
半
ば
頃
か
ら
次
第
に
顕
著
に
な
っ
た
。
そ
の
詳
細
を
次
に

見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

㈡
　
内
モ
ン
ゴ
ル
の
経
済
成
長

　

二
〇
〇
〇
年
か
ら
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
第
二
次
産
業
は
か
つ
て

な
い
ス
ピ
ー
ド
で
急
成
長
を
見
せ
た
。
経
済
規
模
が
持
続
的
に
拡
大

し
、
主
な
経
済
指
数
の
順
位
も
急
速
に
上
昇
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

二
〇
〇
二
年
か
ら
二
〇
〇
九
年
ま
で
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ

成
長
率
は
連
続
八
年
間
全
国
一
位
を
維
持
し
て
き
た
。
こ
れ
は
内
モ

ン
ゴ
ル
自
治
区
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。
図
2
に
示

し
た
の
は
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
の
推
移
お
よ
び
全

国
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
順
位
で
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年
か
ら
内
モ
ン
ゴ
ル

自
治
区
の
年
平
均
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
二
桁
に
達
し
、
特
に
二
〇
〇
三

年
以
後
の
そ
れ
は
常
に
一
七
％
前
後
を
維
持
し
て
い
た
。
二
〇
〇
〇

年
末
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
一
〇
・
八
％
に
達

し
、
成
長
順
位
は
全
国
六
位
に
躍
進
し
た
。
二
〇
〇
一
年
に
入
っ
て

か
ら
は
一
〇
・
七
％
を
維
持
し
、
全
国
四
位
に
上
昇
し
た
。
二
〇
〇



図３　2000年代の全国と内モンゴル自治区の第二次産業および工業の成長率の推移

出所：図１に同じ。
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二
年
か
ら
は
一
三
・
二
％
に
前
進
し
、
一
躍
全
国
一
位
に
な
っ
た
。

　

こ
の
年
か
ら
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
は
経
済
の
高
度
成
長
時
代
に
突

入
し
た
。
特
に
二
〇
〇
三
年
と
二
〇
〇
四
年
お
よ
び
二
〇
〇
五
年
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
そ
れ
ぞ
れ
一
七
・
九
％
、
二
〇
・
五
％
と
二
三
・

八
％
に
達
し
、
史
上
最
大
の
成
長
率
を
記
録
し
た
。
二
〇
〇
六
年
か

ら
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
経
済
成
長
率
は
、
そ
れ
ま
で
よ
り
少
し
減

速
は
し
た
も
の
の
、
依
然
と
し
て
一
九
・
〇
％
と
一
九
・
一
％
に
達
し

た
。
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
総
額
に
つ
い
て
言
え
ば
、
二
〇

〇
八
年
は
約
七
七
〇
〇
億
元
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
九
年
の
そ
れ
は

約
九
七
二
六
億
元
に
達
し
た
。
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
二
〇
〇
九
年

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
中
国
の
経
済
成
長
が
例
年
よ
り
減
速

し
た
状
況
の
中
で
、
内
モ
ン
ゴ
ル
経
済
が
持
続
的
に
成
長
し
て
き
た

点
で
あ
る
。
二
〇
〇
九
年
に
お
い
て
、
自
治
区
全
体
の
財
政
収
入
お

よ
び
固
定
資
産
投
資
な
ど
の
分
野
も
上
位
に
位
置
す
る
中
で
、
経
済

の
実
質
成
長
率
も
前
年
比
一
六
・
九
％
に
達
し
、
全
国
ト
ッ
プ
の
地

位
を
守
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
経
済
の
持
続
的
成
長
を
牽
引
し
た
の
は
、
内
モ
ン
ゴ

ル
の
第
二
次
産
業
お
よ
び
工
業
部
門
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
。
二
〇
〇
〇
年
に
お
け
る
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
第
二
次
産
業
と

工
業
の
成
長
率
は
そ
れ
ぞ
れ
一
一
・
七
％
と
一
二
・
二
％
に
達
し
た
。

図
3
に
示
し
た
の
は
二
〇
〇
〇
年
か
ら
二
〇
〇
九
年
ま
で
の
全
国
と

内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
第
二
次
産
業
お
よ
び
工
業
の
成
長
率
の
推
移

で
あ
る
。
二
〇
〇
一
年
に
入
っ
て
か
ら
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
に
お
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け
る
第
二
次
産
業
と
工
業
の
成
長
率
は
ず
っ
と
全
国
の
平
均
よ
り
高

く
、
こ
の
傾
向
は
二
〇
〇
九
年
現
在
ま
で
持
続
さ
れ
て
い
る
。
特
に

二
〇
〇
五
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
ま
で
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
第
二
次

産
業
と
工
業
部
門
の
成
長
率
は
そ
れ
ぞ
れ
全
国
の
そ
れ
よ
り
約
三
倍

の
ス
ピ
ー
ド
で
増
加
し
た
。
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
に
お
け
る
経
済
高

成
長
の
背
景
に
は
こ
の
よ
う
な
第
二
次
産
業
と
工
業
部
門
の
急
成
長

が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

世
界
四
位
の
広
さ
を
誇
る
ゴ
ビ
砂
漠
を
抱
え
る
内
陸
部
に
位
置

し
、
二
〇
世
期
末
ま
で
に
中
・
西
部
の
貧
困
地
域
の
中
に
お
い
て

も
、
経
済
的
に
極
め
て
立
ち
遅
れ
て
い
た
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
は
、

二
一
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
急
速
な
経
済
発
展
を
成
し
遂
げ
た
。
さ
ら

に
、
二
〇
〇
二
年
か
ら
は
連
続
八
年
間
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
成
長
率
が
全
国

一
位
を
維
持
し
て
き
た
と
同
時
に
、
第
二
次
産
業
と
工
業
部
門
の
成

長
率
も
連
続
六
年
間
全
国
一
位
を
キ
ー
プ
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ

の
急
成
長
を
支
え
て
い
た
の
は
中
国
屈
指
の
種
類
と
規
模
を
誇
る
豊

富
な
鉱
物
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
で
あ
る
。
総
面
積
一
一
八
万
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
有
す
る
広
大
な
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
に
は
、
か

ね
て
か
ら
「
東
林
西
鉄
、
南
糧
北
牧
」（
東
は
森
林
、
西
は
鉄
鋼
、

南
は
食
糧
、
北
は
牧
畜
）
と
言
わ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
豊
富
な
自
然

資
源
が
眠
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
八
年
に
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
石

炭
の
埋
蔵
量
は
六
五
八
三
億
ト
ン
に
達
す
る
と
判
明
し
、
石
炭
埋
蔵

量
の
全
国
ト
ッ
プ
に
な
っ
た
。
ま
た
、
天
然
ガ
ス
は
一
兆
五
〇
〇
〇

億
立
方
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
二

〇
一
〇
年
一
〇
月
に
「
黄
金
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
」
の
一
つ
で
あ
る

包
頭
市
の
周
辺
に
埋
蔵
量
一
〇
〇
ト
ン
を
超
え
る
巨
大
な
金
鉱
が
発

見
さ
れ
、
そ
の
経
済
的
価
値
は
三
五
〇
億
元
余
り
に
達
す
る
と
見
ら

れ
て
い
〉
10
〈

る
。
こ
の
ほ
か
、
非
鉄
金
属
や
レ
ア
ア
ー
ス
な
ど
の
鉱
物
資

源
も
豊
富
で
あ
る
。
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
経
済
成
長
を
牽
引
す
る

役
割
を
果
た
し
て
い
る
「
黄
金
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
」
は
、
ま
さ
に

こ
の
鉱
物
資
源
の
豊
富
な
中
西
部
地
区
に
位
置
し
て
い
る
。
次
節
で

は
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
一
つ
で
あ
る
石
炭
開
発
を
焦
点
に
、
資
源
開

発
と
内
モ
ン
ゴ
ル
経
済
成
長
の
関
係
を
分
析
し
て
み
よ
う
。

二
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
開
発
と
新
興
都
市
の“
繁
栄
”

㈠
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
開
発

　

二
〇
〇
二
年
か
ら
二
〇
〇
七
年
に
か
け
て
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区

か
ら
全
国
各
地
へ
の
石
炭
輸
出
の
累
計
量
は
六
・
九
三
億
ト
ン
に
達

し
〉
11
〈
た
。
そ
の
背
景
に
は
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
に
お
け
る
石
炭
生
産
量

が
急
速
に
拡
大
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
二
〇
〇
四
年
内

モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
石
炭
生
産
量
は
、
中
国
最
大
の
石
炭
生
産
地
で

あ
る
山
西
省
に
次
ぐ
全
国
第
二
位
と
な
っ
た
。
二
〇
〇
七
年
末
、
内

モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
石
炭
確
認
埋
蔵
量
が
六
七
六
三
億
四
〇
〇
〇
万

ト
ン
に
達
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
と
同
時
に
、
資
源
埋
蔵
量
も
七
〇

〇
〇
億
ト
ン
以
上
に
達
し
、
国
内
で
は
最
大
規
模
に
な
っ
て
い
る
こ
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と
が
明
ら
か
に
さ
れ
〉
12
〈
た
。
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
に
あ
る
石
炭
生
産
地

四
四
六
か
所
の
う
ち
、
四
二
二
か
所
の
資
源
埋
蔵
量
は
二
八
九
二
億

ト
ン
に
達
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
石
炭
生
産
地
の
規
模
と
し
て
中
国
第
二
位
に
位

置
付
け
ら
れ
た
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
石
炭
生
産
量
は
近
年
急
速
に

増
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
石
炭
生
産
量
の
増
加
に
つ
れ
て
、
内
モ

ン
ゴ
ル
自
治
区
か
ら
他
の
地
域
へ
の
石
炭
の
輸
出
量
も
急
速
に
拡
大

す
る
一
方
で
あ
る
。
例
え
ば
、
二
〇
〇
七
年
に
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区

が
生
産
し
た
石
炭
総
量
の
三
・
五
億
ト
ン
の
う
ち
、
一
・
九
億
ト
ン
は

自
治
区
以
外
の
他
の
地
域
へ
輸
出
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
石
炭
生
産

量
の
半
分
以
上
は
自
治
区
以
外
の
地
域
へ
の
供
給
に
充
て
ら
れ
た
の

で
あ
る
。二
〇
〇
八
年
以
後
も
こ
の
傾
向
は
さ
ら
に
顕
著
に
な
っ
た
。

　

二
〇
〇
八
年
一
月
に
開
催
さ
れ
た
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
第
一
一
期

人
民
代
表
大
会
第
一
回
全
体
会
議
の
記
者
会
見
の
席
上
で
「
石
炭
と

貴
金
属
の
確
認
埋
蔵
量
が
全
国
一
位
と
な
っ
た
」
こ
と
が
明
ら
か
に

さ
れ
〉
13
〈
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
、
二
〇
〇
八
年
に
お
け
る
内
モ

ン
ゴ
ル
の
原
炭
生
産
量
は
大
幅
に
増
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の

年
の
一
月
か
ら
五
月
ま
で
の
石
炭
生
産
量
は
一
・
七
一
億
ト
ン
に
達

し
、
前
年
同
期
に
比
べ
三
一
八
四
・
五
万
ト
ン
の
増
加
と
な
っ
〉
14
〈

た
。

そ
の
背
景
に
は
こ
の
年
の
一
月
末
か
ら
発
生
し
た
史
上
稀
に
見
る
大

寒
波
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
全
国
的
な
石
炭
不
足
と
い
う
状
況
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
八
年
夏
の
猛
暑
の
影
響
で
全
国
各
地
で
石

炭
需
要
量
が
急
増
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
状
況
に
対
応
す
る
た

め
に
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
政
府
は
二
〇
〇
八
年
下
半
期
の
石
炭
生

産
量
を
さ
ら
に
二
〇
〇
〇
万
ト
ン
増
産
す
る
こ
と
を
決
定
し
〉
15
〈

た
。

　

二
〇
〇
九
年
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
石
炭
生
産
量
は
六
・
三
七
億

ト
ン
に
達
し
、
山
西
省
に
代
わ
っ
て
、
一
躍
中
国
最
大
の
石
炭
生
産

地
と
な
っ
〉
16
〈
た
。
石
炭
生
産
量
を
急
激
に
拡
大
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
二
〇
〇
四
年
か
ら
石
炭
資
源
、
石
炭
産
業
に
対
す
る
整
理
統
合

を
実
施
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
二
〇
〇
四
年
内
モ
ン

ゴ
ル
自
治
区
政
府
は
、
石
炭
産
業
に
対
す
る
整
理
統
合
を
行
い
、
二

〇
〇
〇
余
り
の
生
産
設
備
や
生
産
技
術
な
ど
の
面
で
遅
れ
た
小
規
模

の
石
炭
生
産
企
業
を
廃
業
さ
せ
た
。
現
在
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
に

は
五
〇
一
の
石
炭
生
産
企
業
が
あ
り
、
一
企
業
当
た
り
の
平
均
生
産

量
も
従
来
の
一
四
万
ト
ン
か
ら
一
〇
〇
万
ト
ン
を
超
え
る
レ
ベ
ル
に

達
し
た
。
そ
の
中
に
は
年
生
産
量
が
二
〇
〇
〇
万
ト
ン
に
達
し
た
企

業
も
あ
る
。
例
え
ば
、
伊
金
霍
洛
炭
鉱
、
我
上
湾
炭
鉱
、
不
連
塔
炭

鉱
、
布
璽
台
炭
鉱
が
そ
れ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
炭
鉱
の
特
徴
は
露
天
掘
り
が
中
心

で
あ
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
中
西

部
に
位
置
す
る
ジ
ュ
ン
ガ
ー
ル
の
ハ
ル
ウ
ス
露
天
掘
り
炭
鉱
は
、
可

採
埋
蔵
量
一
七
・
三
億
ト
ン
、
年
間
設
計
生
産
量
二
〇
〇
〇
万
ト
ン

で
、
中
国
最
大
の
露
天
掘
り
炭
鉱
で
あ
る
。
炭
田
の
面
積
は
六
七
・

一
七
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、
露
天
採
炭
区
の
炭
層
は
一
二
層

に
な
り
、
炭
層
の
厚
さ
は
平
均
二
〇
・
〇
一
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
。

こ
の
炭
鉱
は
中
国
の
国
有
企
業
で
あ
る
神
華
集
団
が
所
有
し
て
い
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る
。
こ
の
炭
鉱
の
建
設
は
二
〇
〇
六
年
に
始
ま
り
、
炭
鉱
、選
炭
工

場
、専
用
鉄
道
並
び
に
防
災
設
備
を
含
め
て
総
投
資
額
は
七
〇
億
元

に
達
し
〉
17
〈

た
。
ま
た
、内
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
石
炭
産
業
の
急
成
長
に

伴
い
、石
炭
関
連
産
業
の
成
長
も
著
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
石
炭
関

連
産
業
と
し
て
、
石
炭
加
工
業
の
規
模
も
急
成
長
す
る
よ
う
に
な

り
、
現
在
内
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
石
炭
の
加
工
率
は
五
〇
％
に
達

し
、
石
炭
液
体
ガ
ス
や
メ
タ
ノ
ー
ル
な
ど
の
生
産
量
も
急
速
に
拡
大

し
て
い
る
。

　

二
〇
〇
八
年
内
モ
ン
ゴ
ル
の
電
力
供
給
量
は
大
幅
に
増
加
し
た
。

こ
の
年
の
一
月
か
ら
五
月
ま
で
の
発
電
量
は
八
四
七
・
二
六
億
千

ワ
ッ
ト
／
時
に
達
し
、
前
年
同
期
に
比
べ
五
分
の
一
の
増
加
と

な
っ
〉
18
〈

た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
は
長
年
自
治
区
地

域
以
外
の
地
域
へ
の
送
電
量
も
全
国
一
の
地
位
を
維
持
し
て
き
た
。

二
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
と
利
用
の
促
進
を
展
開
さ
せ
る
と
同
時

に
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
政
府
は
風
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
と
利
用

も
積
極
的
に
推
進
し
て
い
〉
19
〈
る
。
写
真
１
は
フ
フ
ホ
ト
市
北
部
に
あ
る

風
力
発
電
所
で
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
三
月
末
ま
で
に
、
内
モ
ン
ゴ
ル

自
治
区
内
で
稼
働
す
る
発
電
設
備
容
量
六
〇
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上

の
発
電
所
の
う
ち
、
風
力
発
電
の
占
め
る
割
合
が
一
二
・
八
％
に
達

し
、
中
国
で
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
る
こ
と
を
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区

経
済
委
員
会
は
明
ら
か
に
し
〉
20
〈

た
。
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
電
力
業
協
会

が
公
表
し
た
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
二
〇
一
〇
年
三
月
末
ま
で
に
同
自

治
区
内
の
風
力
発
電
設
備
の
総
容
量
は
七
三
〇
万
八
〇
〇
〇
キ
ロ

ワ
ッ
ト
と
な
り
、
対

前
年
比
で
一
九
五
・

四
四
％
と
ほ
ぼ
倍
近

く
に
増
加
し
た
。
ま

た
、
二
〇
一
〇
年
一

月
か
ら
三
月
ま
で
の

風
力
発
電
量
も
一
五

億
九
三
〇
〇
万
キ
ロ

ワ
ッ
ト
／
時
に
達

し
、
前
年
同
期
よ
り

一
九
〇
・
八
六
％
の

急
成
長
を
遂
げ
た
。

グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
産
業
は
内
モ
ン

ゴ
ル
自
治
区
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
に
お
い
て
重
点
的
な
新
興
産
業
の

一
つ
と
し
て
そ
の
育
成
と
発
展
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

　

二
〇
一
〇
年
現
在
、
北
京
全
域
が
利
用
す
る
電
気
の
八
〇
％
は
内

モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
か
ら
供
給
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
北
京
市
に

お
け
る
一
〇
個
の
蛍
光
灯
の
う
ち
、
八
個
の
蛍
光
灯
が
使
用
し
て
い

る
電
気
は
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
か
ら
提
供
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
二
〇
〇
八
年
夏
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
際
し
て
は
、
北
京
で

最
大
時
の
電
力
使
用
負
荷
が
一
〇
〇
〇
万
千
ワ
ッ
ト
を
突
破
し
た

が
、
そ
の
電
力
を
安
定
的
に
供
給
し
て
い
た
の
も
内
モ
ン
ゴ
ル
に
あ
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る
五
つ
の
北
京
と

河
北
向
け
の
専
用

発
電
所
で
あ
っ

た
。
写
真
２
は
そ

の
五
つ
の
専
用
発

電
所
の
一
つ
で
あ

る
内
モ
ン
ゴ
ル
自

治
区
西
部
に
位
置

す
る
ダ
ラ
ト
発
電

所
で
あ
る
。
北
京

に
よ
り
多
く
の
グ

リ
ー
ン
電
力
を
供

給
す
る
た
め
に
、

内
モ
ン
ゴ
ル
で
は

風
力
発
電
の
「
空

中
三
峡
」
事
業
を
大
規
模
に
展
開
し
て
い
〉
21
〈
る
。
二
〇
〇
九
年
ま
で
に

内
モ
ン
ゴ
ル
の
風
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
タ
ー
ビ
ン
の
容
量
は
一
・
五
億

千
ワ
ッ
ト
に
達
し
、
二
〇
〇
九
年
の
風
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
タ
ー
ビ
ン
の

設
備
容
量
は
一
二
〇
万
千
ワ
ッ
ト
に
達
し
〉
22
〈

た
。

㈡
　
新
興
都
市
オ
ル
ド
ス

　

新
興
都
市
オ
ル
ド
ス
は
二
〇
〇
二
年
二
月
二
六
日
よ
り
伊
克
昭

（
イ
フ
・
ジ
ョ
ー
）
盟
か
ら
地
級
市
と
な
っ
た
新
し
い
都
市
で
あ

る
。
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
区
都
フ
フ
ホ
ト
市
か
ら
西
南
部
へ
直
線

距
離
で
約
一
七
〇
キ
ロ
ほ
ど
に
位
置
す
る
こ
の
新
興
都
市
オ
ル
ド
ス

の
総
面
積
は
八
・
七
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
七
旗
一
区
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
九
年
末
現
在
、
オ
ル
ド
ス
市
の
総
人
口

は
一
五
九
・
一
三
万
人
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
モ
ン
ゴ
ル
族
は
一
六
・
八

万
人
で
あ
る
。
こ
の
数
字
は
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
総
人
口
の
六
％
を

占
め
る
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
二
〇
〇
九
年
に
お
け
る
オ
ル
ド
ス

市
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
二
一
六
一
億
元
（
約
二
・
九
兆
円
）
を
超
え
、
内
モ

ン
ゴ
ル
自
治
区
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
二
〇
％
を
占
め
る
に
至
り
、
自
治
区
の

経
済
成
長
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
因
み
に
、
中
国
の
改
革
開
放

政
策
が
実
施
さ
れ
た
一
九
七
八
年
（
伊
克
昭
盟
）
当
時
に
お
け
る
オ

ル
ド
ス
市
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
三
・
四
六
億
元
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
二
〇

〇
九
年
に
は
当
時
の
六
二
五
倍
と
な
っ
〉
23
〈
た
。

　

そ
し
て
、
二
〇
〇
六
年
オ
ル
ド
ス
の
一
人
当
た
り
平
均
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は

六
六
〇
〇
ド
ル
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
七
年
に
は
一
万
ド
ル
を
超

え
、
直
轄
市
の
北
京
市
を
超
え
た
。
二
〇
〇
九
年
現
在
、
オ
ル
ド
ス

市
の
一
人
当
た
り
平
均
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
約
二
億
ド
ル
に
達
し
、
こ
の
ペ
ー

ス
で
成
長
が
続
け
ば
五
年
以
内
に
は
香
港
の
約
三
億
ド
ル
を
追
い
抜

く
と
予
想
さ
れ
る
。
一
九
七
八
年
当
時
、
わ
ず
か
三
四
四
元
で
あ
っ

た
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
も
、
二
〇
〇
九
年
に
は
三
九
一
倍
に
増
大
し

た
。
ま
た
、
オ
ル
ド
ス
市
の
都
市
住
民
の
可
処
分
所
得
も
二
〇
〇
三

年
の
二
二
〇
四
元
か
ら
二
〇
〇
九
年
の
二
万
一
八
八
三
元
に
増
加

し
、
わ
ず
か
六
年
間
で
一
〇
倍
に
増
大
し
た
の
で
あ
〉
24
〈

る
。
世
界
の
な
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か
で
経
済
発
展
が
一
番
早
い
の
は
中
国
で
あ
り
、
中
国
で
経
済
発
展

が
一
番
早
い
の
は
内
モ
ン
ゴ
ル
で
あ
り
、
内
モ
ン
ゴ
ル
で
経
済
発
展

が
一
番
早
い
の
は
オ
ル
ド
ス
で
あ
る
と
い
う
言
葉
の
よ
う
に
、「
オ

ル
ド
ス
現
象
」
が
大
い
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
オ
ル
ド
ス
市
の
飛
躍
的
経
済
発
展
を
可
能
に
し
た
の

は
、
他
で
も
な
く
五
〇
種
類
の
豊
富
な
地
下
資
源
と
全
国
屈
指
の
確

認
埋
蔵
量
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
石
炭
埋
蔵
量
は
七
六
三

〇
億
ト
ン
だ
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
探
知
さ
れ
た
石
炭
埋
蔵

量
は
一
六
七
六
億
ト
ン
で
、
全
国
埋
蔵
量

の
六
分
の
一
を
占
め
て
い
る
。
そ
し
て
、

探
知
さ
れ
た
天
然
ガ
ス
の
埋
蔵
量
は
約
八

〇
〇
〇
億
立
方
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、
全
国

の
埋
蔵
量
の
三
分
の
一
を
占
め
て
い
る
。

さ
ら
に
、
六
五
億
ト
ン
の
レ
ア
ア
ー
ス
や

全
国
最
大
の
世
界
レ
ベ
ル
の
ガ
ス
田
で
あ

る
蘇
里
格
ガ
ス
田
な
ど
も
オ
ル
ド
ス
の
域

内
に
あ
る
。
そ
の
他
、
天
然
塩
基
、
食

塩
、
硫
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
石
膏
、
石
灰

石
、
高
陵
土
な
ど
の
資
源
も
と
て
も
豊
富

で
あ
る
。
繊
維
の
宝
石
と
も
言
わ
れ
て
い

る
阿
尓
巴
斯
白
ヤ
ギ
の
カ
シ
ミ
ヤ
も
オ
ル

ド
ス
の
特
産
品
で
あ
る
。
こ
れ
は
全
世
界

に
輸
出
さ
れ
て
い
る
オ
ル
ド
ス
産
の
カ
シ

ミ
ヤ
セ
ー
タ
ー
の
主
原
料
と
な
っ
て
い
る
。
オ
ル
ド
ス
の
カ
シ
ミ
ヤ

製
品
の
生
産
量
は
全
国
の
約
三
分
の
一
を
占
め
て
い
て
、
全
世
界
の

約
四
分
の
一
を
占
め
て
い
る
。

　

オ
ル
ド
ス
市
は
中
国
最
大
の
石
炭
生
産
都
市
で
あ
る
。
写
真
３
は

オ
ル
ド
ス
市
北
部
に
あ
る
露
天
掘
り
炭
鉱
で
あ
る
。
二
〇
〇
八
年
現

在
、
オ
ル
ド
ス
市
に
お
け
る
毎
日
の
原
炭
生
産
量
は
約
六
〇
万
ト
ン

に
達
し
て
い
〉
25
〈

る
。
そ
し
て
、
そ
の
う
ち
四
〇
万
ト
ン
は
毎
日
地
域
外

に
輸
出
さ
れ
る
。
写
真
４
は
、
オ
ル
ド
ス
か
ら
石
炭
を
輸
送
す
る
ト
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ラ
ッ
ク
の
列
で
あ
る
。
ま
た
、
当
市
の
地
域
外
へ
の
送
電
量
は
毎
日

四
五
〇
万
千
ワ
ッ
ト
／
時
に
達
す
〉
26
〈

る
。

　

二
〇
一
〇
年
現
在
、
西
部
地
域
で
最
も
豊
か
な
都
市
に
な
っ
た
オ

ル
ド
ス
市
は
、
毎
年
の
財
政
収
入
も
増
加
す
る
一
方
で
あ
る
。
例
え

ば
、
二
〇
〇
〇
年
の
財
政
収
入
は
わ
ず
か
一
六
億
元
で
あ
っ
た
が
、

二
〇
〇
七
年
に
な
る
と
二
〇
八
億
元
に
増
加
し
、
二
〇
〇
〇
年
の
一

三
倍
に
達
し
た
。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
八
年
と
二
〇
〇
九
年
の
財
政
収

入
は
そ
れ
ぞ
れ
二
六
五
億
元
と
三
六
六
億
元
に
な
っ
た
。
二
〇
〇
九

現
在
、
オ
ル
ド
ス
市

の
毎
日
の
財
政
収
入

額
は
二
〇
年
前
の
一

年
間
の
財
政
収
入
合

計
額
に
相
当
す
る
と

い
〉
27
〈
う
。
二
〇
一
〇
年

一
月
〜
七
月
の
財
政

収
入
は
三
三
九
億
元

に
達
し
、
前
年
同
期

よ
り
五
〇
・
一
％
の

増
加
と
な
っ
〉
28
〈

た
。

　

こ
の
よ
う
な
潤
沢

な
財
政
収
入
を
背
景

に
オ
ル
ド
ス
市
政
府

は
、
郊
外
に
五
〇
億

元
（
約
六
七
五
億
円
）
を
投
入
し
て
総
面
積
三
二
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
新
し
い
市
区
“
康
巴
什
”
の
建
設
に
乗
り
出
し
た
。
写
真
５

は
、
建
設
中
の
新
し
い
市
区
“
康
巴
什
”
で
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
九

月
現
在
、
こ
の
新
し
い
市
区
に
は
す
で
に
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る
六

大
ビ
ル
が
竣
工
し
、
市
政
府
は
移
転
を
完
了
し
て
い
る
。
し
か
し
、

新
し
い
市
区
の
住
民
は
現
状
二
万
人
弱
に
過
ぎ
な
い
。
建
設
さ
れ
る

マ
ン
シ
ョ
ン
群
は
住
民
が
生
活
し
て
い
な
い
た
め
、“
鬼
城
”（
ゴ
ー

ス
ト
タ
ウ
ン
）
と
い
う
渾
名
を
付
け
ら
れ
た
。
オ
ル
ド
ス
市
政
府
は

現
在
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
過
度
に
依
存
し
て
い
る
現
状
か
ら
の
脱
却

を
模
索
し
始
め
て
い
る
が
、
健
全
な
産
業
の
振
興
と
関
連
企
業
の
誘

致
政
策
に
明
る
い
兆
し
は
見
え
て
い
な
い
。

三
　
シ
リ
ン
ゴ
ロ
盟
の
資
源
と
経
済

㈠
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業

　

近
年
、
シ
リ
ン
ゴ
ロ
盟
に
お
け
る
石
炭
、
石
油
、
貴
金
属
、
レ
ア

ア
ー
ス
、
石
灰
石
な
ど
の
天
然
資
源
の
埋
蔵
量
が
相
次
い
で
明
ら
か

に
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
シ
リ
ン
ゴ
ロ
盟
の
石
炭
資
源
の
埋
蔵
量
は
一

四
四
八
億
ト
ン
に
達
し
、
中
国
石
炭
埋
蔵
量
の
一
五
％
に
相
当
す

る
。
二
〇
〇
九
年
現
在
、
シ
リ
ン
ゴ
ロ
盟
の
石
炭
生
産
量
は
四
〇
〇

〇
万
ト
ン
に
達
し
た
が
、
長
期
の
生
産
量
の
達
成
目
標
と
し
て
、
二

〇
一
〇
年
に
は
一
億
ト
ン
を
突
破
し
、
二
〇
一
五
年
に
は
三
億
ト
ン
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を
達
成
で
き
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
る
と
い
〉
29
〈
う
。
二
〇
〇
九
年
一

月
〜
一
一
月
の
シ
リ
ン
ゴ
ロ
盟
の
大
手
石
炭
企
業
の
累
積
原
炭
生
産

量
は
六
四
六
九
・
八
七
万
ト
ン
に
達
し
、
前
年
同
期
よ
り
二
一
三
九
・

九
八
万
ト
ン
の
増
加
と
な
っ
た
。
ま
た
、
増
加
率
は
前
年
同
期
よ
り

四
九
・
五
％
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
、
原
炭
生
産
量
が
一
〇
〇
万
ト
ン

を
超
え
た
企
業
は
神
華
北
電
勝
利
能
源
を
は
じ
め
一
二
社
に
達

し
〉
30
〈

た
。
現
在
、
シ
リ
ン
ゴ
ロ
盟
に
は
三
つ
の
大
型
石
炭
液
化
基
地
が

あ
る
。
そ
の
分
布
地
域
は
そ
れ
ぞ
れ
ド
ロ
ン
県
と
ウ
ラ
ガ
イ
管
理
区

お
よ
び
シ
リ
ン
ホ
ト
市
で
あ
る
。
そ
の
主
な
生
産
品
目
は
メ
チ
ル
・

ア
ル
コ
ー
ル
、
石
炭
ベ
ー
ス
の
オ
レ
フ
ィ
ン
、
ジ
メ
チ
ル
エ
ー
テ

ル
、
有
機
肥
料
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
埋
蔵
量
豊
富
な
貴
金
属
、
二

酸
化
ケ
イ
素
、
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
を
背
景
に
、
鉄
精
粉
、
鉄
合
金
、
多

結
晶
シ
リ
コ
ン
な
ど
の
製
品
を
生
産
す
る
関
連
企
業
も
次
々
に
建
設

さ
れ
て
い
る
。

　

石
炭
産
業
と
同
じ
よ
う
に
、
シ
リ
ン
ゴ
ロ
盟
の
電
力
産
業
も
急
速

に
発
展
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
〇
〇
三
年
に
お
け
る
上
都
発
電
所

の
第
一
期
建
設
の
開
始
を
皮
切
り
に
、
そ
の
後
の
シ
リ
ン
ホ
ト
発
電

所
、
上
都
発
電
所
二
期
、
金
山
発
電
所
な
ど
の
発
電
所
が
相
次
い
で

建
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
結
果
的
に
シ
リ
ン
ゴ
ロ
盟
の
電
力
産

業
は
、
中
国
の
「
西
電
東
送
」
と
い
う
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
組
み

込
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
で
は
北
京
・
天
津
両
大
都
市
へ
の
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
基
地
と
し
て
の
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
。
二

〇
〇
九
年
現
在
、
シ
リ
ン
ゴ
ロ
盟
の
電
力
タ
ー
ビ
ン
の
設
備
容
量
は

四
〇
〇
万
千
ワ
ッ
ト
に
達
し
た
が
、
二
〇
一
〇
年
の
設
備
容
量
は
一

〇
〇
〇
万
千
ワ
ッ
ト
に
達
成
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
〉
31
〈

る
。
シ
リ
ン
ゴ

ロ
盟
に
お
け
る
石
炭
資
源
と
電
力
資
源
の
開
発
に
伴
い
、
国
内
外
の

関
連
企
業
が
相
次
い
で
シ
リ
ン
ゴ
ロ
盟
に
進
出
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
例
え
ば
、
勝
利
、
白
音
華
、
白
音
烏
拉
、
額
合
宝
力
格
、
芭
顔

宝
力
格
な
ど
の
超
大
型
の
露
天
掘
り
炭
鉱
の
石
炭
掘
削
が
相
次
い
で

開
始
す
る
に
つ
れ
て
、
神
華
、
大
唐
、
中
電
投
、
国
華
能
源
、
北
京

電
力
、
阜
新
鉱
業
な
ど
国
内
の
電
力
開
発
の
大
手
企
業
が
、
相
次
い

で
シ
リ
ン
ゴ
ロ
盟
に
進
出
し
た
の
で
あ
〉
32
〈

る
。

　

二
〇
〇
八
年
一
〇
月
に
世
界
最
大
の
民
営
石
炭
企
業
で
あ
る
米
国

Peabody E
nergy

社
が
シ
リ
ン
ゴ
ロ
盟
に
進
出
す
る
こ
と
を
決
定

し
、
シ
リ
ン
ゴ
ロ
盟
の
大
型
露
天
掘
り
炭
鉱
の
開
発
お
よ
び
石
炭
ガ

ス
化
工
場
の
建
設
を
進
め
る
と
発
表
し
〉
33
〈
た
。Peabody E

nergy

社
が

中
国
の
石
炭
資
源
開
発
を
手
が
け
る
の
は
、
今
回
が
初
め
て
で
あ

る
。Peabody E

nergy

社
に
よ
る
と
、
こ
の
露
天
掘
り
炭
鉱
を
含
む

エ
リ
ア
の
石
炭
資
源
は
総
計
三
〇
億
ト
ン
に
な
る
見
通
し
だ
と

い
〉
34
〈
う
。
一
方
、
石
炭
ガ
ス
化
工
場
は
シ
リ
ン
ホ
ト
に
建
設
さ
れ
る
計

画
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
年
産
一
二
〇
万
ト
ン
の
メ
タ
ノ
ー
ル
も
し

く
は
そ
れ
に
相
当
す
る
燃
料
お
よ
び
化
学
製
品
を
生
産
す
る
こ
と
に

な
〉
35
〈

る
。
大
手
企
業
の
進
出
に
伴
い
、
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
相
次
い

で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
例
え
ば
、
国
内
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業
の
大
手
で
あ

る
大
唐
は
二
〇
〇
九
年
五
月
に
中
国
最
大
の
露
天
掘
り
炭
鉱
で
あ
る

大
唐
国
際
勝
利
東
二
号
露
天
炭
鉱
の
生
産
を
始
め
〉
36
〈

た
。
こ
の
炭
鉱
は
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シ
リ
ン
ゴ
ロ
盟
の
勝
利
炭
田
の
東
に
位
置
し
、
炭
田
の
厚
さ
は
三
二

〇
・
六
五
メ
ー
ト
ル
に
達
す
〉
37
〈

る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
大
唐
は
中
国
初

の
大
型
石
炭
由
来
天
然
ガ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
ス
タ
ー
ト
さ
せ
〉
38
〈

た
。

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
る
天
然
ガ
ス
は
、
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
に
よ
っ
て
北
京
市
の
天
然
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
網
に
送
ら
れ
、

北
京
の
工
業
用
お
よ
び
民
生
用
需
要
を
賄
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
資
源
開
発
お
よ
び
そ
の
関
連
産
業
の
建
設
な
ど
に
よ

り
、
太
古
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
シ
リ
ン
ゴ
ロ
草
原
の
静
寂
さ
と

素
朴
さ
が
打
ち
破
ら
れ
た
。
特
に
中
国
経
済
建
設
の
第
一
一
次
五
か

年
計
画
（
二
〇
〇
五
〜
二
〇
一
〇
年
）
の
初
年
度
以
来
、
大
規
模
な

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
事
業
展
開
に
伴
っ
て
、
シ
リ
ン
ゴ
ロ
盟
に
お
け
る

固
定
資
産
へ
の
投
資
規
模
は
急
速
に
拡
大
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
交

通
部
門
を
例
に
そ
の
投
資
状
況
を
見
て
み
よ
う
。
工
業
製
品
や
石
炭

な
ど
を
地
域
外
に
輸
送
す
る
能
力
を
高
め
る
た
め
に
、
シ
リ
ン
ゴ
ロ

盟
政
府
は
「
3
横
5
縦
10
ロ
ー
カ
ル
線
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
鉄

道
網
の
建
設
と
「
8
横
7
縦
6
出
口
1
環
状
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

る
道
路
網
を
整
備
す
る
た
め
、
交
通
部
門
へ
の
固
定
資
産
の
投
資
規

模
を
年
々
拡
大
す
る
一
方
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
六
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
ま
で
の
累
計
投
資
総
額
は
六
九
・

六
億
元
に
膨
ら
み
、
年
平
均
増
加
額
は
一
〇
億
元
に
達
し
た
。
二
〇

〇
九
年
に
は
さ
ら
に
五
二
・
一
四
億
元
の
投
資
を
行
い
、
前
年
同
期

に
比
べ
一
九
・
四
四
億
元
の
増
加
と
な
っ
た
。
二
〇
一
〇
年
に
は
前

年
度
を
上
回
る
五
九
・
八
億
元
規
模
の
投
資
が
計
画
さ
れ
て
い
〉
39
〈

る
。

こ
の
五
九
・
八
億
元
の
内
訳
は
、
五
本
の
重
点
幹
線
道
路
の
建
設
に

三
三
・
八
億
元
、
四
本
の
新
規
計
画
道
路
に
一
四
億
元
、
三
本
の
予

備
建
設
道
路
に
三
億
元
、
農
村
道
路
建
設
に
五
億
元
、
旅
客
タ
ー
ミ

ナ
ル
建
設
お
よ
び
物
流
ゾ
ー
ン
の
建
設
に
四
億
元
で
あ
っ
〉
40
〈

た
。
し
か

し
、
二
〇
一
〇
年
一
一
月
現
在
の
投
資
状
況
に
つ
い
て
言
え
ば
、
シ

リ
ン
ゴ
ロ
盟
に
お
け
る
交
通
網
整
備
の
た
め
の
固
定
資
産
の
投
資
総

額
は
、
す
で
に
一
八
〇
億
元
を
突
破
し
て
い
〉
41
〈

る
。
こ
の
投
資
規
模
は

当
該
期
間
中
に
計
画
さ
れ
て
い
た
も
の
よ
り
一
三
四
％
の
超
過
と

な
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
数
字
は
第
一
〇
次
五
か
年
計
画
（
二
〇
〇
〇

〜
二
〇
〇
五
年
）
期
の
そ
れ
に
比
べ
て
も
、
一
一
九
億
元
の
増
加
と

な
っ
て
い
る
。

㈡
　
経
済
効
果

　

二
〇
〇
〇
年
以
降
、
シ
リ
ン
ゴ
ロ
盟
地
方
政
府
は
内
モ
ン
ゴ
ル
自

治
区
内
の
他
の
地
域
に
お
け
る
資
源
開
発
の
活
況
ぶ
り
を
受
け
て
、

シ
リ
ン
ゴ
ロ
盟
で
の
資
源
開
発
に
踏
み
出
し
た
。
地
元
政
府
は
視
察

団
を
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
に
よ
っ
て
そ
の
名
を
中
国
全
土
に
発
し

た
オ
ル
ド
ス
市
に
派
遣
し
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
開
発
の
経
験
や

手
法
な
ど
を
学
ん
だ
。
そ
の
後
、
シ
リ
ン
ゴ
ロ
盟
政
府
は
資
源
エ
ネ

ル
ギ
ー
産
業
、
機
械
製
造
業
、
石
炭
産
業
お
よ
び
そ
れ
に
関
連
す
る

化
学
工
業
を
優
先
的
に
発
展
さ
せ
る
政
策
を
確
定
し
、
工
業
大
開
発

を
大
々
的
に
実
施
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
企
業
誘
致
、
資
本
導
入
が

地
元
幹
部
た
ち
の
最
大
の
関
心
事
と
な
っ
た
。
地
元
の
経
済
規
模
で
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あ
る
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
引
き
上
げ
る
こ
と
は
地
元
政
府
の
最
優
先
課
題
と

な
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
幹
部
昇
進
の
判
断
基
準
に
地
元
経
済
の
発

展
に
ど
れ
だ
け
貢
献
し
た
か
が
重
要
な
参
考
値
と
し
て
導
入
さ
れ
た

か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
背
景
の
下
で
、
牧
畜
業
の
発
展
に
対
す
る

地
元
幹
部
た
ち
の
関
心
は
次
第
に
薄
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

二
〇
〇
九
年
、
シ
リ
ン
ゴ
ロ
盟
に
お
け
る
石
炭
、
石
油
、
電
力
を

中
心
と
す
る
大
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
年
間
総
生
産
高
は
一
二
六
・

九
八
億
元
に
達
し
た
。
そ
の
う
ち
石
炭
産
業
の
生
産
高
は
五
三
・
七

五
億
元
で
、
前
年
同
期
に
比
べ
五
七
％
の
増
加
と
な
っ
た
。
ま
た
、

石
油
産
業
の
生
産
高
は
三
〇
・
九
一
億
元
で
、
前
年
同
期
に
比
べ
一

五
・
三
％
の
増
加
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
電
力
産
業
の
生
産
高
は
四

二
・
三
二
億
元
で
、
前
年
同
期
に
比
べ
九
・
七
％
の
増
加
と
な
っ
〉
42
〈

た
。

全
国
石
炭
需
要
量
の
増
加
に
伴
っ
て
、
二
〇
〇
九
年
に
お
け
る
シ
リ

ン
ゴ
ロ
盟
の
大
型
石
炭
産
業
の
原
炭
生
産
量
は
急
速
に
増
加
し
、
七

二
一
六
・
〇
二
万
ト
ン
に
達
し
た
。
こ
れ
は
前
年
同
期
に
比
べ
二
五

五
〇
・
二
万
ト
ン
の
増
加
で
あ
り
、
五
四
・
七
％
の
増
加
率
と
な
っ

た
。
年
間
生
産
量
が
一
〇
〇
万
ト
ン
を
超
え
た
企
業
は
次
の
五
社
で

あ
っ
た
。
神
華
北
電
勝
利
能
源
の
一
〇
五
三
・
二
六
万
ト
ン
、
内
モ

ン
ゴ
ル
錫
林
河
石
炭
化
学
工
業
の
八
二
一
・
三
〇
万
ト
ン
、
東
蘇
旗

モ
ウ
ラ
イ
炭
鉱
の
八
七
〇
万
ト
ン
、
内
モ
ン
ゴ
ル
白
音
華
蒙
東
露
天

炭
鉱
の
五
四
〇
万
ト
ン
、
内
モ
ン
ゴ
ル
シ
リ
ン
ホ
ト
白
音
華
石
炭
電

力
有
限
公
司
の
五
三
〇
万
ト
ン
な
ど
で
あ
〉
43
〈

る
。
石
炭
産
業
の
急
成
長

は
二
〇
一
〇
年
に
な
っ
て
も
減
速
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
例
え

ば
、
二
〇
一
〇
年
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
、
シ
リ
ン
ゴ
ロ
盟
の
石

炭
産
業
の
原
炭
産
出
量
は
大
幅
に
増
加
し
一
一
四
六
万
ト
ン
に
達
し

た
。
こ
れ
は
前
年
同
期
に
比
べ
五
五
五
万
ト
ン
の
増
加
で
あ
〉
44
〈

る
。

　

石
炭
需
要
の
拡
大
に
伴
っ
て
、
シ
リ
ン
ゴ
ロ
盟
の
石
炭
の
売
上
額

も
一
一
・
七
億
元
に
達
し
た
。
こ
れ
は
前
年
同
期
に
比
べ
一
〇
四
・

二
％
の
増
加
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
シ
リ
ン
ゴ
ロ
盟

の
石
炭
産
業
の
利
潤
総
額
も
一
・
五
八
億
元
に
達
し
、
前
年
同
期
に

比
べ
一
一
〇
・
六
％
の
増
加
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
シ
リ
ン
ゴ
ロ
盟
の

大
型
工
業
企
業
の
利
潤
の
五
一
・
四
％
を
占
め
、
前
年
同
期
に
比
べ

八
・
五
ポ
イ
ン
ト
の
増
加
と
な
っ
〉
45
〈
た
。
ま
た
、
同
じ
時
期
に
お
け
る

シ
リ
ン
ゴ
ロ
盟
の
石
炭
産
業
の
納
税
総
額
も
一
・
四
二
億
元
に
達

し
、
前
年
同
期
に
比
べ
一
五
二
・
七
％
の
増
加
と
な
っ
た
。
こ
れ
は

大
型
工
業
企
業
の
納
税
総
額
の
三
七
％
を
占
め
る
に
至
り
、
前
年
同

期
に
比
べ
一
二
・
八
ポ
イ
ン
ト
の
増
加
で
あ
っ
〉
46
〈

た
。

　

こ
の
よ
う
な
資
源
開
発
型
の
産
業
投
資
に
よ
っ
て
、
シ
リ
ン
ゴ
ロ

盟
の
工
業
生
産
は
急
速
な
発
展
を
遂
げ
た
。
二
〇
〇
九
年
一
月
か
ら

一
一
月
に
か
け
て
、
シ
リ
ン
ゴ
ロ
盟
の
各
旗
・
県
の
工
業
生
産
高
の

増
減
状
況
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
生
産
高
が
増
加
し
た
地
域

の
う
ち
、
全
盟
の
平
均
で
あ
る
二
四
・
一
％
を
超
え
た
の
は
三
旗
一

市
一
県
一
管
理
区
で
あ
る
。
そ
れ
は
ウ
ラ
ガ
イ
管
理
区
の
五
・
六
六

億
元
（
前
年
同
期
比
四
六
・
九
％
増
）、
ド
ロ
ン
ノ
ー
ル
県
の
一
三
・

七
七
億
元
（
前
年
同
期
比
四
四
・
三
％
増
）、
西
ウ
ジ
ュ
ム
チ
ン
旗
の

三
二
・
五
〇
億
元
（
前
年
同
期
比
四
三
・
八
％
増
）、
ア
ボ
ガ
旗
の
八
・



109──中国におけるエネルギー資源開発の現状と課題

九
七
億
元
（
前
年
同
期
比
四
三
・
八
％
増
）、
シ
ョ
ウ
黄
旗
の
一
四
・

一
一
億
元
（
前
年
同
期
比
三
一
・
一
％
増
）、
エ
レ
ン
ホ
ト
市
の
九
・

二
四
億
元
（
前
年
同
期
比
二
八
・
三
％
増
）
で
あ
〉
47
〈

る
。
ま
た
、
生
産

高
が
上
昇
傾
向
を
示
し
た
の
は
次
の
三
旗
一
市
で
あ
る
。
そ
れ
は
東

ウ
ジ
ュ
ム
チ
ン
旗
の
一
九
・
五
六
億
元
（
前
年
同
期
比
二
八
・
三
％

増
）、
ソ
ニ
ド
左
旗
の
一
二
・
七
七
億
元
（
前
年
同
期
比
一
八
・
四
％

増
）、
ソ
ニ
ド
右
旗
の
一
三
・
五
三
億
元
（
前
年
同
期
比
一
三
・
四
％

増
）、
シ
リ
ン
ホ
ト
市
の
五
三
・
五
八
億
元
（
前
年
同
期
比
一
七
・

八
％
増
）
で
あ
〉
48
〈

る
。
し
か
し
、
生
産
高
が
減
少
傾
向
を
示
し
た
地
域

も
あ
り
、
そ
れ
は
次
の
三
旗
で
あ
っ
た
。
タ
イ
ボ
ク
寺
旗
の
三
・
五

五
億
元
（
前
年
同
期
比
一
・
四
％
減
）、
セ
イ
ラ
ン
旗
の
二
四
・
七
〇

億
元
（
前
年
同
期
比
三
・
八
％
減
）、
セ
イ
シ
ョ
ウ
白
旗
の
三
・
〇
六

億
元
（
前
年
同
期
比
二
七
・
八
％
減
）
と
な
っ
〉
49
〈
た
。

　

生
産
高
の
増
加
な
い
し
上
昇
傾
向
を
示
す
地
域
が
多
い
中
で
、
一

億
元
を
超
え
る
生
産
高
を
達
成
し
た
工
業
企
業
も
多
く
あ
ら
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
二
〇
〇
九
年
、
シ
リ
ン
ゴ
ロ
盟
の
工
業
企
業
の
う

ち
生
産
高
が
億
元
を
超
え
た
企
業
は
九
九
社
に
達
し
た
。
そ
れ
は
前

年
同
期
に
比
べ
二
九
社
の
増
加
と
な
っ
た
。
こ
の
九
九
社
の
工
業
総

生
産
額
は
三
五
七
・
六
五
億
元
に
達
し
、
こ
れ
は
前
年
同
期
に
比
べ

三
五
・
九
％
の
増
加
で
あ
る
。
生
産
高
が
一
億
元
を
超
え
た
企
業
の

内
訳
は
、
石
炭
発
掘
企
業
二
〇
社
、
鉱
業
企
業
一
四
社
、
電
力
企
業

一
三
社
、
農
産
品
加
工
業
一
三
社
、
非
金
属
鉱
物
企
業
一
〇
社
、
化

学
原
料
製
造
五
社
、
木
材
加
工
業
五
社
、
原
油
発
掘
お
よ
び
加
工
業

四
社
、
乳
製
品
加
工
業
三
社
、
紡
績
業
三
社
、
冶
金
工
業
三
社
、
非

金
属
鉱
物
工
業
二
社
、
皮
革
加
工
業
一
社
、
製
紙
工
業
一
社
、
飲
料

水
製
造
業
一
社
、
金
属
加
工
業
一
社
で
あ
っ
〉
50
〈

た
。
こ
の
占
め
る
割
合

を
み
る
と
、
や
は
り
石
炭
・
鉱
物
・
電
力
関
連
企
業
が
圧
倒
的
に
多

い
こ
と
が
見
て
と
れ
よ
う
。

四
　
変
容
す
る
シ
リ
ン
ゴ
ロ
の
自
然
環
境
と 

そ
の
要
因

㈠
　
消
え
去
る
シ
リ
ン
ゴ
ロ
草
原
の
原
風
景

　

東
西
の
幅
が
約
七
〇
〇
キ
ロ
、
南
北
の
幅
が
約
五
〇
〇
キ
ロ
の
広

さ
を
持
つ
シ
リ
ン
ゴ
ロ
盟
は
、
海
抜
八
〇
〇
〜
一
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル

に
位
置
し
て
お
り
、
南
西
の
低
い
山
岳
地
帯
か
ら
北
東
の
広
い
平
原

に
向
け
て
傾
斜
す
る
地
形
を
呈
し
て
い
る
。
こ
の
地
形
の
影
響
で
、

シ
リ
ン
ゴ
ロ
盟
の
南
部
と
東
部
に
は
多
く
の
内
陸
河
川
が
形
成
さ

れ
、
豊
富
な
地
下
水
脈
を
有
す
る
地
域
に
な
っ
た
。
こ
の
豊
富
な
地

下
水
脈
の
影
響
で
、
シ
リ
ン
ゴ
ロ
盟
の
草
原
に
は
至
る
と
こ
ろ
に
季

節
性
の
川
や
「
淖
尓
」（
ノ
ー
ル
、
湖
）、「
宝
力
格
」（
ボ
リ
ク
、

泉
）
が
点
在
し
て
い
る
。
シ
リ
ン
ゴ
ロ
草
原
に
は
か
つ
て
多
く
の

ノ
ー
ル
（
湖
）
が
存
在
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
烏
拉
盖
ノ
ー
ル
、
伊

和
ノ
ー
ル
、
巴
彦
ノ
ー
ル
、
准
夏
巴
ノ
ー
ル
、
哈
夏
図
ノ
ー
ル
、
嘎

魯
図
ノ
ー
ル
、
賀
斯
格
ノ
ー
ル
、
舒
図
ノ
ー
ル
、
呼
熱
図
ノ
ー
ル
、
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査
干
ノ
ー
ル
、
額
日
ノ
ー
ル
が
、
草
原
の
茂
み
の
高
さ
に
十
分
な
水

分
を
供
給
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
古
来
か
ら
シ
リ
ン
ゴ
ロ
草
原
は

漠
南
モ
ン
ゴ
ル
高
原
の
中
の
数
少
な
い
天
然
牧
場
の
一
つ
で
あ
っ

た
。
そ
の
典
型
的
な
例
は
東
北
部
に
あ
る
ウ
ジ
ュ
ム
チ
ン
（
烏
珠
穆

沁
）
草
原
で
あ
る
。

　

ウ
ジ
ュ
ム
チ
ン
草
原
に
は
多
く
の
川
が
流
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち

全
長
五
四
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
流
域
面
積
三
万
三
六
〇
八
平
方
メ
ー

ト
ル
の
ウ
ラ
ガ
イ
川
（
烏
拉
盖
高
勒
）
が
シ
リ
ン
ゴ
ロ
草
原
の
最
大

の
内
陸
河
川
で
あ
る
。
草
原
東
部
の
年
間
降
水
量
は
約
三
〇
〇
ミ
リ

で
あ
り
、
豊
富
な
地
表
水
と
地
下
水
脈
も
関
係
し
て
、
こ
の
地
域
の

草
原
は
湿
地
草
原
に
分
類
さ
れ
、
最
良
の
天
然
の
牧
草
を
有
す
る
草

原
に
な
っ
て
い
た
。
シ
リ
ン
ゴ
ロ
の
牧
畜
業
も
こ
の
よ
う
に
恵
ま
れ

た
自
然
環
境
の
中
で
繁
栄
し
て
い
た
。

　

ウ
ラ
ガ
イ
湿
地
の
外
延
は
広
大
な
東
ウ
ジ
ュ
ム
チ
ン
草
原
で
あ

る
。
東
ウ
ジ
ュ
ム
チ
ン
の
湿
地
草
原
の
形
成
は
、
ウ
ラ
ガ
イ
湿
地
と

ウ
ラ
ガ
イ
水
系
と
大
き
く
関
係
し
て
い
る
。
ウ
ラ
ガ
イ
水
系
は
す
べ

て
内
陸
河
川
で
あ
り
、
ウ
ラ
ガ
イ
川
、
バ
ラ
ゴ
ン
川
、
シ
リ
ン
ゴ
ロ

川
な
ど
を
内
包
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
長
さ
三
六
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
ウ
ラ
ガ
イ
川
の
年
径
流
量
は
約
一
・
四
五
億
立
方
メ
ー
ト
ル
に
達

し
、
ウ
ラ
ガ
イ
水
系
の
五
八
・
四
％
を
占
め
て
い
る
。
水
系
が
血
管

の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
の
で
あ
れ
ば
、
ウ
ラ
ガ
イ
川
は
動
脈
に
あ

た
り
、
最
後
に
ウ
ラ
ガ
イ
川
の
末
端
に
あ
る
伊
和
ノ
ー
ル
と
合
流
し

て
、
巨
大
な
湿
地
が
形
成
さ
れ
る
。

　

東
ウ
ジ
ュ
ム
チ
ン
旗
に
は
六
九
一
七
万
ム
ー
の
天
然
草
原
が

あ
〉
51
〈

る
。
こ
の
草
原
は
他
の
草
原
と
異
な
る
特
徴
を
有
し
て
い
る
。
そ

れ
は
こ
の
草
原
が
湿
地
草
原
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
適
度
な
湿
度
は

こ
の
種
類
の
草
原
が
形
成
さ
れ
る
重
要
な
条
件
で
あ
る
。
乾
燥
と
降

水
量
不
足
は
確
か
に
草
原
地
帯
の
気
候
の
特
徴
で
あ
る
。
し
か
し
、

地
表
の
径
流
を
溜
め
る
低
い
地
形
の
周
辺
や
地
下
水
位
の
高
い
場
所

で
は
、
湿
地
の
形
成
が
十
分
可
能
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
形
成
さ
れ

た
広
大
な
湿
地
の
存
在
に
よ
っ
て
、
東
ウ
ジ
ュ
ム
チ
ン
草
原
は
シ
リ

ン
ゴ
ロ
大
草
原
全
体
の
中
核
と
成
り
得
た
の
で
あ
る
。
近
年
、
東
ウ

ジ
ュ
ム
チ
ン
旗
で
は
水
不
足
の
状
態
が
続
い
て
い
る
。
地
域
内
の
六

五
三
四
万
ム
ー
の
利
用
可
能
牧
草
地
の
う
ち
、
重
度
お
よ
び
軽
度
に

退
化
し
た
牧
草
地
面
積
は
す
で
に
三
二
〇
六
万
ム
ー
に
達
し
、
砂
漠

化
し
た
面
積
は
五
一
万
ム
ー
、
塩
化
し
た
の
は
三
五
三
万
ム
ー
に

な
っ
〉
52
〈

た
。

　

し
か
し
、
気
象
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
一
九
五
六
年
か
ら
東
ウ
ジ
ュ

ム
チ
ン
旗
の
降
水
量
は
比
較
的
安
定
的
で
あ
っ
た
。
特
に
二
〇
〇
一

年
以
降
の
降
水
量
は
、
一
九
五
六
年
以
来
の
最
高
値
に
達
し
た
こ
と

も
あ
っ
〉
53
〈

た
。
二
〇
〇
八
年
と
二
〇
〇
九
年
の
降
水
量
は
そ
れ
ぞ
れ
三

〇
三
ミ
リ
と
二
五
五
ミ
リ
〉
54
〈

で
、
こ
れ
は
過
去
三
〇
年
間
の
降
水
量
の

平
均
値
二
五
二
ミ
リ
を
超
え
て
い
〉
55
〈

る
。
自
然
に
よ
る
降
水
量
が
安
定

的
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ウ
ラ
ガ
イ
湿
地
が
枯
渇
し
て
し

ま
っ
た
。
シ
リ
ン
ゴ
ロ
盟
の
気
候
条
件
は
確
か
に
乾
燥
地
域
に
分
類

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
過
去
数
千
年
の
間
に
湿
地
や
地
表
水
な
ど
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の
水
脈
は
ず
っ
と
存
在
し
て
き
た
。
今
日
の
湿
地
や
水
脈
が
急
速
に

消
失
し
て
い
る
現
状
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
は
、
工
業
開
発
に
よ
る

人
為
的
な
要
素
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
事
実
で
あ
る
。
地
表

水
が
足
ら
な
く
な
る
と
、
地
下
水
を
吸
い
上
げ
る
。
こ
の
繰
り
返
し

に
よ
っ
て
、
か
つ
て
の
湿
地
が
枯
渇
し
、
草
原
が
退
化
し
砂
漠
と
化

し
た
の
で
あ
る
。
次
に
、
ウ
ラ
ガ
イ
ダ
ム
の
存
在
と
水
の
行
方
に
つ

い
て
見
て
み
よ
う
。

㈡
　
ウ
ラ
ガ
イ
ダ
ム
と
水
の
行
方

　

一
九
八
〇
年
に
ウ
ラ
ガ
イ
農
業
開
墾
局
は
東
ウ
ジ
ュ
ム
チ
ン
旗
の

旗
庁
所
在
地
で
あ
る
ウ
リ
ヤ
ス
タ
イ
（
烏
里
雅
斯
太
）
鎮
か
ら
東
へ

二
一
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
ウ
ラ
ガ
イ
川
上
流
域

に
堤
防
の
長
さ
約
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
ウ
ラ
ガ
イ
ダ
ム
を

建
設
し
た
。
当
初
の
目
的
は
、
草
原
に
開
拓
さ
れ
た
農
業
用
地
に
灌

漑
用
水
を
供
給
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
農
業
用
地
は
当
時
の
国

策
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
す
な
わ
ち
、
一
九
六
〇
年
代
に
中
国
政
府
が
大
量
の
若
者
を
都

市
部
か
ら
シ
リ
ン
ゴ
ロ
盟
の
ウ
ラ
ガ
イ
川
上
流
域
に
強
制
的
に
移
住

さ
せ
、「
生
産
建
設
兵
団
」
の
一
員
と
し
て
農
作
業
に
従
事
さ
せ
て

い
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
〉
56
〈

い
。
一
九
八
〇
年
の
ダ
ム
建
設
の
後
か

ら
、
ウ
ラ
ガ
イ
川
上
流
域
の
周
辺
に
点
在
し
て
い
た
小
規
模
の
湖
は

次
第
に
消
失
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
下
流
域
の
水
脈
や
草
の
生
育

に
は
そ
れ
ほ
ど
影
響
を
与
え
な
か
っ
た
。
一
九
九
八
年
、
ウ
ラ
ガ
イ

ダ
ム
の
堤
防
が
洪
水
で
決
壊
し
た
こ
と
に
よ
り
、
ウ
ラ
ガ
イ
下
流
域

に
位
置
す
る
伊
和
ノ
ー
ル
な
ど
の
湖
に
水
が
溜
め
込
ま
れ
た
た
め
、

そ
れ
か
ら
の
数
年
間
湖
周
辺
の
牧
草
の
成
育
状
況
は
と
て
も
よ
か
っ

た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
四
年
に
ウ
ラ
ガ
イ
ダ
ム
管
理
局
が
更
な
る
大

き
な
堤
防
を
建
設
し
た
こ
と
で
、
ウ
ラ
ガ
イ
ダ
ム
の
水
は
二
度
と
下

流
域
に
流
れ
な
く
な
っ
た
。

　

総
面
積
約
五
〇
〇
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
「
中
国
最
大
の

開
発
区
」
と
言
わ
れ
て
い
る
ウ
ラ
ガ
イ
経
済
開
発
区
は
、
当
初
農
牧

業
を
中
心
と
す
る
発
展
を
計
画
し
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
九
三
年

か
ら
二
〇
〇
三
年
ま
で
の
間
に
、
三
十
数
社
の
農
牧
業
企
業
の
誘
致

に
成
功
し
た
も
の
の
、
投
資
規
模
は
そ
れ
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
。
二

〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
内
の
他
の
地
域
で

の
工
業
開
発
が
急
速
に
拡
大
す
る
中
で
、
ウ
ラ
ガ
イ
管
理
区
も
当
初

の
計
画
を
修
正
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
開
発
に
乗
り
出
し
た
。
ウ

ラ
ガ
イ
管
理
区
境
界
内
に
は
豊
富
な
地
下
資
源
を
有
し
て
い
る
。
例

え
ば
、
石
炭
の
予
測
埋
蔵
量
は
一
〇
〇
億
ト
ン
を
超
え
て
、
白
音
華

炭
田
と
霍
林
河
炭
田
と
同
じ
炭
田
層
に
あ
る
。
こ
の
豊
富
な
資
源
を

背
景
に
、
ウ
ラ
ガ
イ
管
理
区
は
大
規
模
な
化
学
工
場
の
誘
致
に
乗
り

出
し
た
。
例
え
ば
、
年
産
一
一
〇
万
ト
ン
の
合
成
ア
ン
モ
ニ
ア
生
産

工
場
、
年
産
二
〇
〇
万
ト
ン
の
大
粒
尿
素
生
産
工
場
、
年
産
三
〇
〇

万
ト
ン
の
メ
タ
ノ
ー
ル
生
産
工
場
が
そ
れ
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
企
業
の
立
地
は
ウ
ラ
ガ
イ
ダ
ム
上
流
に
あ
る
ウ
ラ
ガ
イ

エ
ネ
ル
ギ
ー
化
学
工
業
園
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
ウ
ラ
ガ
イ
ダ
ム
へ
の
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距
離
は
約
一
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
こ
の
ウ
ラ
ガ
イ
エ
ネ
ル

ギ
ー
化
学
工
業
園
の
総
面
積
は
約
三
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で

あ
〉
57
〈

る
。
二
〇
〇
六
年
か
ら
同
工
業
園
で
は
基
本
的
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ

る
水
、
電
気
、
道
路
、
通
信
を
整
備
す
る
と
同
時
に
、
工
業
園
と
ウ

ラ
ガ
イ
ダ
ム
と
の
間
に
、
深
さ
四
メ
ー
ト
ル
、
幅
四
メ
ー
ト
ル
の
用

水
路
を
整
備
し
た
。
そ
の
目
的
は
、
こ
の
工
業
園
に
立
地
す
る
企
業

に
対
す
る
工
業
用
水
の
供
給
で
あ
る
。
ウ
ラ
ガ
イ
ダ
ム
は
ウ
ラ
ガ
イ

管
理
区
の
境
界
内
に
建
設
さ
れ
、
ダ
ム
の
総
許
容
量
は
二
・
四
八
億

立
方
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、
毎
年
四
七
六
〇
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
工
業

用
水
を
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
大
規
模
な
工
業
用
水
を
安

定
的
に
供
給
す
る
た
め
に
、
二
〇
〇
四
年
か
ら
こ
の
ダ
ム
か
ら
の
放

水
は
一
度
も
な
か
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
工
業
開
発
に
よ
っ
て
、
二
〇
〇
八
年
に
お

け
る
ウ
ラ
ガ
イ
開
発
区
の
生
産
総
額
は
一
〇
億
元
を
突
破
し
、
前
年

同
期
よ
り
三
〇
・
七
％
の
増
加
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
八
年

の
年
平
均
一
人
当
た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
六
・
〇
二
万
元
に
達
し
た
。
二

〇
一
〇
年
一
月
か
ら
七
月
ま
で
の
ウ
ラ
ガ
イ
管
理
区
の
固
定
資
産
投

資
総
額
は
一
〇
・
二
億
元
に
達
し
、
前
年
同
期
よ
り
六
・
八
％
の
増
加

と
な
っ
た
。
こ
の
固
定
資
産
投
資
配
分
は
次
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
工
業
の
四
億
一
九
五
〇
万
元
、
交
通
の
四
億
一

九
五
〇
万
元
（
鉄
道
建
設
四
億
六
五
〇
万
元
と
道
路
建
設
一
三
〇
〇

万
元
）、
不
動
産
開
発
の
一
億
七
七
四
万
元
、
通
信
産
業
の
一
〇
四

〇
万
元
、
そ
の
他
の
一
五
六
八
万
元
で
あ
〉
58
〈

る
。

　

し
か
し
、
ウ
ラ
ガ
イ
管
理
区
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
こ
の
よ
う
に
急
成
長
す

る
中
で
、
ダ
ム
に
よ
る
渇
水
で
伊
和
ノ
ー
ル
が
枯
渇
し
て
し
ま
っ
た

こ
と
は
否
定
で
き
な
い
事
実
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ウ
ラ
ガ
イ
河
下
流

地
域
の
砂
漠
化
と
塩
化
と
い
う
大
規
模
な
自
然
破
壊
は
、
急
速
に
増

加
す
る
ウ
ラ
ガ
イ
管
理
区
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
と
正
比
例
的
に
深
刻
化
す
る
一

方
で
あ
る
。

㈢
　「
引
渤
入
錫
」
の
提
起

　

西
部
開
発
の
一
〇
年
間
、
中
国
に
お
け
る
遠
距
離
資
源
輸
送
の
大

型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
相
次
い
で
実
施
さ
れ
た
。
例
え
ば
、「
西
気
東

輸
」「
西
電
東
輸
」「
西
炭
東
輸
」「
南
水
北
調
」
な
ど
が
そ
れ
で
あ

る
。「
引
渤
入
錫
」
と
い
う
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
構
想
が
正
式
に

表
舞
台
に
登
場
し
た
の
は
、
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
一
五
日
に
北
京
の

人
民
大
会
堂
で
開
か
れ
た
シ
リ
ン
ゴ
ロ
盟
「
引
渤
入
錫
発
展
戦
略
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
あ
っ
〉
59
〈

た
。
し
か
し
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催

さ
れ
る
ま
で
に
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
構
想
に
は
す
で
に
五
年
間

の
下
準
備
が
行
わ
れ
て
き
た
。
こ
の
巨
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
具
体
的

に
考
案
し
推
進
し
て
い
た
の
は
泓
元
海
水
淡
水
化
有
限
会
社
と
い
う

民
間
企
業
で
あ
る
。
こ
の
企
業
の
試
算
に
よ
る
と
、
総
延
長
六
二
〇

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
有
す
る
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
総
投
資
額
は
一
〇

九
四
・
八
億
元
に
達
し
、
一
期
工
事
の
投
資
額
だ
け
で
も
六
二
八
億

元
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
六
二
八
億
元
の
う
ち
、
建
設
費
用
は
五
六

七
億
元
に
達
す
る
と
い
〉
60
〈

う
。
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シ
リ
ン
ゴ
ロ
盟
発
展
改
革
委
員
会
の
資
料
に
よ
る
と
、「
引
渤
入

錫
」
の
ル
ー
ト
は
、
遼
寧
省
の
葫
芦
島
か
ら
渤
海
の
海
水
を
吸
い
上

げ
、
直
径
三
・
二
メ
ー
ト
ル
の
ビ
ニ
ル
ラ
イ
ニ
ン
グ
鋼
管
を
通
し

て
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
赤
蜂
市
を
経
由
し
て
シ
リ
ン
ゴ
ロ
盟
に

送
り
込
み
、
シ
リ
ン
ゴ
ロ
盟
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
開
発
に
利
用
す
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
引
渤
入
錫
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
第
一
期
工
事

は
二
〇
一
四
年
一
二
月
ま
で
に
完
成
す
る
予
定
で
あ
〉
61
〈

る
。
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
完
成
後
、
毎
年
渤
海
か
ら
三
・
六
五
億
立
方
メ
ー
ト
ル
の
海
水

を
淡
水
化
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
き
な
経
済
効

果
を
生
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
地
方
財
政
収
入
に
大
き
く
寄

与
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
自
治
区
政
府
と
シ
リ
ン
ゴ
ロ
盟

政
府
か
ら
熱
い
視
線
が
注
が
れ
て
い
る
。
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
政
府

は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
に
大
い
に
関
心
を
示
し
て
い
る
。

　

二
〇
〇
九
年
六
月
に
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
発
展
改
革
委
員
会
は
、

そ
の
上
部
組
織
で
あ
る
国
家
発
展
改
革
委
員
会
に
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
実
施
に
つ
い
て
中
国
国
際
工
程
諮
詢
公
司
が
出
し
た
分
析
報
告

書
を
提
出
し
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
具
体
化
を
側
面
か
ら
支
援
す
る

姿
勢
を
示
し
た
。
ま
た
、
地
元
の
シ
リ
ン
ゴ
ロ
盟
政
府
は
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
る
と
同
時
に
、
様
々
な
便
宜
を
供

与
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
シ
リ
ン
ゴ
ロ
盟
政
府
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
実
施
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
必
要
と
さ
れ
る
二
四
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
土
地
を
提
供
す
る
と
同
時
に
、
広
さ
四
二
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
、
埋
蔵
量
三
一
・
七
億
ト
ン
の
炭
鉱
の
掘
削
権
を
こ
の
企
業
に
与

え
〉
62
〈
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
「
引
渤
入
錫
」
の
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ

る
シ
リ
ン
ゴ
ロ
盟
「
海
水
淡
水
化
循
環
産
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
推
進

弁
公
室
の
副
主
任
で
あ
る
趙
平
氏
に
よ
る
と
、
海
水
淡
水
化
循
環
産

業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ト
ッ
プ
お
よ
び
そ
の
主
な
責
任
者
も
シ
リ
ン
ゴ

ロ
盟
政
府
副
盟
長
を
は
じ
め
と
す
る
シ
リ
ン
ゴ
ロ
盟
政
府
部
門
の
要

職
に
あ
る
人
た
ち
に
よ
っ
て
兼
任
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
二
〇
〇
五
年
に
設
立
し
た
こ
の
民

間
企
業
に
シ
リ
ン
ゴ
ロ
盟
政
府
は
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
シ
リ
ン
ゴ
ロ
盟
の
水
資
源
不
足
の
現
状
を
改
善
す
る
の

は
、
水
資
源
の
合
理
的
配
分
と
合
理
的
利
用
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
節
水
と
廃
水
の
循
環
利
用
が
可
能
な
技
術
開
発
を
よ
り

重
要
視
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
膨
大
な
資
金
を
投
入
し
、
十
数
年
の
年

月
を
か
け
て
も
不
確
実
性
の
極
め
て
高
い
こ
の
「
引
渤
入
錫
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と
筆
者
は
考
え
る
。
例
え

ば
、
現
在
シ
リ
ン
ゴ
ロ
盟
に
立
地
し
て
い
る
化
学
工
業
企
業
は
合
成

ア
ン
モ
ニ
ア
を
一
ト
ン
当
た
り
生
産
す
る
の
に
五
〇
ト
ン
の
水
を
必

要
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
大
粒
の
尿
素
を
生
産
す
る
場
合
、
平
均
一

ト
ン
当
た
り
一
五
ト
ン
の
水
を
必
要
と
し
て
い
る
と
い
う
現
状
を
、

い
か
に
是
正
す
る
か
が
よ
り
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
資

源
開
発
お
よ
び
重
工
業
の
過
度
の
水
資
源
利
用
に
よ
っ
て
、
生
態
環

境
の
水
資
源
が
奪
わ
れ
、
環
境
悪
化
の
現
状
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
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終
わ
り
に

　

本
稿
で
は
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の

経
済
高
成
長
の
背
景
と
現
状
お
よ
び
そ
の
課
題
に
つ
い
て
分
析
し

た
。
二
〇
〇
二
〜
二
〇
〇
九
年
の
間
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
Ｇ
Ｄ

Ｐ
の
年
平
均
成
長
率
は
一
八
・
七
％
に
達
し
た
。
こ
れ
は
西
部
一
二

の
省
・
市
・
区
の
う
ち
で
成
長
速
度
が
最
も
早
い
。
連
続
八
年
間
全

国
一
位
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
を
維
持
し
て
き
た
。
し
か
し
、
自
治
区
内

部
の
地
域
間
に
お
け
る
経
済
発
展
は
極
め
て
不
均
衡
な
状
況
を
呈
し

て
い
る
。
粗
放
型
の
経
済
成
長
は
自
ず
と
多
く
の
問
題
を
引
き
起
こ

し
、
資
源
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
に
依
拠
し
た
経
済
成
長
も
、
省
エ

ネ
、
環
境
重
視
の
産
業
構
造
の
調
整
を
促
進
す
る
国
家
の
政
策
に
は

適
合
で
き
な
い
。
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
へ
の
投
資
に
よ
る
重
工

業
依
存
の
経
済
発
展
が
自
然
環
境
の
破
壊
に
繋
が
る
こ
と
は
、
こ
れ

ま
で
の
他
の
国
の
経
験
か
ら
も
容
易
に
想
像
で
き
よ
う
。
実
際
に
シ

リ
ン
ゴ
ロ
盟
の
北
東
部
に
位
置
す
る
広
さ
約
二
〇
〇
〇
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
ウ
ラ
ガ
イ
湿
地
の
心
臓
部
に
あ
た
る
伊
和
ノ
ー
ル
谷
地

の
枯
渇
、
砂
漠
化
は
、
自
然
環
境
が
脆
弱
な
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
で

の
資
源
開
発
の
困
難
さ
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

か
つ
て
内
モ
ン
ゴ
ル
の
五
分
の
一
の
天
然
草
原
を
有
し
た
一
望
千

里
の
広
大
な
シ
リ
ン
ゴ
ロ
草
原
は
、
今
や
完
成
さ
れ
た
縦
横
に
交
差

す
る
鉄
道
や
道
路
網
に
よ
っ
て
分
割
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
草
原

の
主
役
の
一
つ
で
あ
る
は
ず
の
羊
た
ち
も
、
今
は
露
天
掘
り
炭
鉱
と

林
立
す
る
関
連
企
業
で
あ
る
発
電
工
場
や
化
学
工
場
の
間
に
潜
り
、

残
さ
れ
た
わ
ず
か
な
牧
草
を
探
し
な
が
ら
移
動
す
る
と
い
う
様
相
を

呈
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
大
規
模
な
資
源
開
発
に
よ
っ
て

も
た
ら
さ
れ
得
る
草
原
生
態
系
の
破
壊
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
内

モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
中
で
議
論
さ
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し

か
し
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
地
元
住
民
の
反
応
は
真
二
つ
に
分
か
れ

た
。

　

一
方
は
草
原
で
の
工
業
開
発
に
は
絶
対
反
対
で
あ
り
、
資
源
開
発

が
草
原
の
生
態
系
を
大
き
く
破
壊
す
る
こ
と
が
そ
の
反
対
理
由
に

な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
草
原
の
環
境
保
全
も
良
い
こ
と
で

あ
る
が
、
遊
牧
民
の
貧
困
と
遊
牧
地
域
の
停
滞
を
代
償
に
、
草
原
の

生
態
系
を
守
る
こ
と
は
果
た
し
て
正
し
い
こ
と
な
の
か
。
長
い
間
、

政
府
に
よ
る
遊
牧
地
域
に
対
す
る
資
本
投
入
が
不
足
し
て
い
た
た

め
、
遊
牧
地
域
が
他
の
地
域
よ
り
大
き
く
経
済
的
に
取
り
残
さ
れ
て

い
る
と
い
う
現
状
を
是
正
す
る
た
め
に
は
、
開
発
が
必
要
で
あ
る
と

い
う
主
張
を
強
く
持
っ
て
い
る
人
が
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
し
か

し
、
太
古
の
昔
よ
り
馬
は
草
原
の
魂
で
あ
り
、
草
原
の
精
霊
で
あ

る
。
草
原
に
は
馬
が
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
馬
の
い
な
い
草
原
は

本
当
の
草
原
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。

〔
謝
辞
〕
本
論
文
を
作
成
し
た
際
に
、
明
治
学
院
大
学
国
際
学
部
付
属

研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
中
国
に
お
け
る
局
地
経
済
圏
の
形
成
と
経
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済
開
発
区
の
役
割
」
の
助
成
金
の
一
部
を
利
用
し
た
こ
と
を
こ
こ
に

記
し
て
、感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
、現
地
調
査
の
際
に
ご
協
力

下
さ
い
ま
し
た
内
蒙
古
信
息
資
料
室
の
皆
様
に
深
く
感
謝
し
ま
す
。

注〈
1
〉 

「
内
蒙
古
自
治
区
政
府
弁
公
庁
信
息
中
心
資
料
」
二
〇
一
〇
年

一
月
二
一
日
。

〈
2
〉 

「
内
蒙
古
自
治
区
政
府
弁
公
庁
信
息
中
心
資
料
」
二
〇
一
〇
年

一
月
二
一
日
。

〈
3
〉 

「
内
蒙
古
自
治
区
政
府
弁
公
庁
信
息
中
心
資
料
」
二
〇
一
〇
年

一
月
二
一
日
。

〈
4
〉 

『
人
民
日
報
』
一
九
九
九
年
一
一
月
二
一
日
付
。

〈
5
〉 

例
え
ば
、
行
政
区
域
で
は
東
部
地
域
に
属
す
る
広
西
壮
族
自
治

区
や
延
辺
朝
鮮
自
治
州
、
中
部
地
域
に
属
す
る
土
家
族
自
治
州
な
ど

が
そ
れ
で
あ
る
。

〈
6
〉 

「
西
部
対
外
開
放
、
国
務
院
一
〇
大
優
遇
策
発
表
」『
人
民
網
』

日
本
語
版
、
二
〇
〇
八
年
七
月
一
三
日
。

〈
7
〉 

「
西
部
開
発
重
点
財
政
支
援
」『
人
民
網
』
日
本
語
版
、
二
〇
〇

一
年
七
月
三
〇
日
。

〈
8
〉 

『
人
民
日
報
』
二
〇
〇
〇
年
一
月
五
日
付
。

〈
9
〉 

『
内
蒙
古
日
報
』
二
〇
一
〇
年
五
月
一
八
日
付
。

〈
10
〉 

『
内
蒙
古
日
報
』
二
〇
一
〇
年
一
一
月
三
日
付
。

〈
11
〉 

『
内
蒙
古
日
報
』
二
〇
〇
八
年
六
月
二
三
日
付
。

〈
12
〉 

「
内
モ
ン
ゴ
ル
、
石
炭
・
貴
金
属
埋
蔵
量
中
国
最
大
地
域
に
」

『
新
華
社
』
二
〇
〇
八
年
一
月
二
二
日
付
。

〈
13
〉 

同
右
。

〈
14
〉 

「
内
蒙
古
信
息
化
弁
公
室
資
料
」
二
〇
〇
八
年
八
月
。

〈
15
〉 

『
内
蒙
古
日
報
』
二
〇
〇
八
年
六
月
五
日
付
。

〈
16
〉 

千
龍
網http://www.qianlong.com

/ 2010–01–16

ア
ク
セ
ス
。

〈
17
〉 

「
中
国
最
大
の
露
天
掘
り
炭
鉱
内
蒙
古
ハ
ル
ウ
ス
炭
鉱
が
間
も

な
く
完
成
」『
新
華
網
』
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
一
九
日
付
。

〈
18
〉 

『
内
蒙
古
日
報
』
二
〇
〇
八
年
六
月
五
日
付
。

〈
19
〉 

内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
に
お
け
る
風
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
の
現
状

に
つ
い
て
は
次
の
拙
著
を
参
照
さ
れ
た
い
。

X
iaoli T

IA
N

「R
esource and G

row
th of W

ind E
nergy in 

Inner M
ongolia, C

hina

」『
立
命
館
経
済
学
』
第
六
〇
巻
第
一

号
、二
〇
一
〇
年
一
一
月
受
理（
二
〇
一
一
年
五
月
掲
載
予
定
）。

〈
20
〉 

『
新
華
網
』
二
〇
一
〇
年
四
月
二
七
日
付
。

〈
21
〉 

中
国
に
お
け
る
風
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
の
現
状
と
課
題
に
つ
い

て
は
、
次
の
拙
著
を
参
照
さ
れ
た
い
。

X
iaoli T

IA
N

「D
evelopm

ent of W
ind E

nergy in C
hina

」『
政

経
研
究
』
№
94
、
二
〇
一
〇
年
五
月
。

〈
22
〉 

内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
に
お
け
る
風
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
の
現
状

に
つ
い
て
は
次
の
拙
著
を
参
照
さ
れ
た
い
。

X
iaoli T

IA
N

「R
esource and G

row
th of W

ind E
nergy in 

Inner M
ongolia, C

hina

」『
立
命
館
経
済
学
』
第
六
〇
巻
第
一

号
、二
〇
一
〇
年
一
一
月
受
理（
二
〇
一
一
年
五
月
掲
載
予
定
）。

〈
23
〉 
「
内
蒙
古
科
学
技
術
庁
資
料
」
二
〇
一
〇
年
五
月
。

〈
24
〉 

「
内
蒙
古
科
学
技
術
庁
資
料
」
二
〇
一
〇
年
五
月
。
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〈
25
〉 

「
内
蒙
古
信
息
化
弁
公
室
資
料
」
二
〇
一
〇
年
八
月
。

〈
26
〉 
「
内
蒙
古
信
息
化
弁
公
室
資
料
」
二
〇
一
〇
年
八
月
。

〈
27
〉 
『
新
華
毎
日
電
訊
』
二
〇
〇
九
年
七
月
二
九
日
。

〈
28
〉 
『
鄂
尓
多
斯
財
』
二
〇
一
〇
年
八
月
一
〇
日
。

〈
29
〉 

『
経
済
参
考
報
』
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
一
〇
日
付
。

〈
30
〉 

「
錫
林
郭
勒
盟
公
署
資
料
」
二
〇
〇
九
年
一
二
月
。

〈
31
〉 

『
経
済
参
考
報
』
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
一
〇
日
付
。

〈
32
〉 

『
経
済
参
考
報
』
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
一
〇
日
付
。

〈
33
〉 

『
新
京
報
』
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
七
日
付
。

〈
34
〉 

『
新
京
報
』
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
七
日
付
。

〈
35
〉 

『
新
京
報
』
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
七
日
付
。

〈
36
〉 

『
人
民
日
報
』
二
〇
〇
九
年
五
月
九
日
付
。

〈
37
〉 

『
人
民
日
報
』
二
〇
〇
九
年
五
月
九
日
付
。

〈
38
〉 

『
中
国
化
工
報
』
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
一
三
日
付
。

〈
39
〉 

「
錫
林
郭
勒
盟
公
署
資
料
」
二
〇
一
〇
年
一
月
。

〈
40
〉 

「
錫
林
郭
勒
盟
公
署
資
料
」
二
〇
一
〇
年
一
月
。

〈
41
〉 

「
錫
林
郭
勒
盟
公
署
資
料
」
二
〇
一
〇
年
一
二
月
。

〈
42
〉 

「
錫
林
郭
勒
盟
公
署
資
料
」
二
〇
一
〇
年
一
月
。

〈
43
〉 

「
錫
林
郭
勒
盟
公
署
資
料
」
二
〇
一
〇
年
一
月
。

〈
44
〉 

「
錫
林
郭
勒
盟
公
署
資
料
」
二
〇
一
〇
年
三
月
。

〈
45
〉 

「
錫
林
郭
勒
盟
公
署
資
料
」
二
〇
一
〇
年
三
月
。

〈
46
〉 

「
錫
林
郭
勒
盟
公
署
資
料
」
二
〇
一
〇
年
三
月
。

〈
47
〉 

「
錫
林
郭
勒
盟
公
署
資
料
」
二
〇
〇
九
年
一
二
月
。

〈
48
〉 

「
錫
林
郭
勒
盟
公
署
資
料
」
二
〇
〇
九
年
一
二
月
。

〈
49
〉 

「
錫
林
郭
勒
盟
公
署
資
料
」
二
〇
〇
九
年
一
二
月
。

〈
50
〉 

「
錫
林
郭
勒
盟
公
署
資
料
」
二
〇
一
〇
年
一
月
。

〈
51
〉 

「
内
蒙
古
信
息
化
弁
公
室
資
料
」
二
〇
一
〇
年
一
月
。

〈
52
〉 

「
内
蒙
古
信
息
化
弁
公
室
資
料
」
二
〇
一
〇
年
八
月
。

〈
53
〉 

「
内
蒙
古
科
学
技
術
庁
資
料
」
二
〇
〇
六
年
五
月
。

〈
54
〉 

「
内
蒙
古
科
学
技
術
庁
資
料
」
二
〇
一
〇
年
一
月
。

〈
55
〉 

『
中
国
統
計
年
鑑
』
二
〇
〇
九
年
版
。

〈
56
〉 

一
九
六
〇
年
代
に
お
け
る
内
モ
ン
ゴ
ル
「
支
援
辺
境
」
政
策
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
を
ご
参
照
さ
れ
た
い
。

田
暁
利
『
現
代
中
国
の
経
済
発
展
と
社
会
変
動
│
│
禁
欲
的
統
制

政
策
か
ら
利
益
誘
導
政
策
へ
の
転
換 

一
九
四
九
年
〜
二
〇
〇

三
年
』
明
石
書
店
、
二
〇
〇
五
年
、
序
章
：
主
体
の
設
定
と
問

題
意
識
。

田
暁
利
「
現
代
中
国
の
経
済
開
発
と
遊
牧
社
会
の
変
容
│
│
内
モ

ン
ゴ
ル
自
治
区
を
事
例
に
」『
政
経
研
究
』
№
84
、
政
治
経
済

研
究
所
、
二
〇
〇
五
年
。

田
暁
利
「
現
代
中
国
の
経
済
開
発
と
民
族
関
係
│
│
北
方
少
数
民

族
を
事
例
に
」『
京
都
経
済
短
期
大
学
論
集
』
第
一
〇
巻
第
一

号
第
二
号
合
併
号
、
二
〇
〇
三
年
。

〈
57
〉 

「
烏
拉
盖
管
理
区
的
招
商
資
料
」
二
〇
一
〇
年
八
月
一
七
日
。

〈
58
〉 

「
錫
林
郭
勒
盟
行
政
公
署
資
料
」
二
〇
一
〇
年
八
月
一
七
日
。

〈
59
〉 

「
海
水
西
送
助
推
西
北
煤
炭
資
源
開
発
」『
経
済
参
考
報
』
二
〇

〇
八
年
一
二
月
二
日
付
。

〈
60
〉 
「
錫
林
郭
勒
盟
公
署
資
料
」
二
〇
〇
九
年
一
二
月
。

〈
61
〉 
「
錫
林
郭
勒
盟
公
署
資
料
」
二
〇
〇
九
年
一
二
月
。

〈
62
〉 

「
錫
林
郭
勒
盟
公
署
資
料
」
二
〇
一
〇
年
一
月
。


